
本音で話し合うＥＳＴモデル地域の現状と課題

－テーマ別ラウンドテーブル－

「バス、鉄道との連携による環境貢献」
「モビリティ・マネジメントの展開」

「観光型都市における環境との共生」
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ク
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ほ
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も
の
は
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け
れ
ど
・
・
・
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ル
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•
渋
滞

•
交
通
事
故

•
道
路
建
設
や
維
持
管
理
の
費
用

•
移
動
制
約
者
（
交
通
弱
者
）

•
局
地
環
境
問
題
（
公
害
）
：
大
気
汚
染
、
騒
音
・
振
動

–
こ
こ
ま
で
は
、
ク
ル
マ
社
会
で
も

IT
S
や
車
両
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燃
料
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術
進
歩
で
ク
リ

ア
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き
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•
中
心
市
街
地
空
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郊
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ス
プ
ロ
ー
ル
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–
ク
ル
マ
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あ
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限
り
、
土
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用
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と
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げ
な
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地
球
環
境
問
題
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地
球
温
暖
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–
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、
一
番
解
決
が
困
難
な
問
題
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ク
ル
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の
使
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方
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は
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に
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な
い
！
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燃
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術
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上
し
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い
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・
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エ
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お
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01
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微
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じ
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か

し
、
減

少
傾

向
は
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見
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。
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が

、
20

30
年
は

50
%
減

、
20

50
年

に
は

80
%
減

が
求

め
ら
れ

る
？

自
動
車
技
術
革
新
だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ま
ち
づ
く
り
を
変
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

そ
の

た
め
に
は

、
各

地
域

で
の

地
道

で
気

の
長

い
取

り
組

み
が

必
要

そ
の

た
め
に
は

、
各

地
域

で
の

地
道

で
気

の
長

い
取

り
組

み
が

必
要

06
/0

3/
17

名
古
屋
大
学
環
境
学
研
究
科

加
藤
博
和

4

ポ
イ
ン
ト
は

ポ
イ
ン
ト
は

「
使
い
や
す
い
乗
合
交
通
と
ま
ち
づ
く
り
」

「
使
い
や
す
い
乗
合
交
通
と
ま
ち
づ
く
り
」

•
自
由
に
動
き
た
い
。
で
も
ク
ル
マ
を
使
い
す
ぎ
る
の
も
ダ
メ
・
・
・

→
M

M
が
有
効
な
場
合
も
多
い
。
た
だ
し
、
根
本
的
に
公
共

交
通
が
貧
弱
だ
と
無
意
味
（
環
境
改
善
効
果
も
少
な
い
）

→
環
境
に
や
さ
し
く
、
便
利
に
動
け
る

新
し
い
交
通
手
段
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
必
要

→
乗
合
交
通
を
い
か
に
便
利
な
も
の
に
す
る
か

新
設
も
し
く
は
既
存
改
良
（
ソ
フ
ト
／
ハ
ー
ド
）

世
界

の
経

験
：
規

制
・
誘

導
・
啓

発
だ
け
で
は

減
ら
な
い
（
持

続
不

可
能

）
世

界
の

経
験

：
規

制
・
誘

導
・
啓

発
だ
け
で
は

減
ら
な
い
（
持

続
不

可
能

）

自
動

車
依

存
に
代

わ
る
魅

力
的

か
つ
強

力
な
選

択
肢

が
必

要
自

動
車

依
存

に
代

わ
る
魅

力
的

か
つ
強

力
な
選

択
肢
が

必
要

そ
の

そ
の

主
要

な
キ
ャ
ス
ト
は

「
主

要
な
キ
ャ
ス
ト
は

「
乗

合
乗

合
交

通
」
し
か

あ
り
え
な
い
！

交
通

」
し
か

あ
り
え
な
い
！

187



06
/0

3/
17

名
古
屋
大
学
環
境
学
研
究
科

加
藤
博
和

5

公
共
交
通
利
便
性

向
上

市
民

意
識

道
路
計
画

用
途
地
域

土
地

利
用

公
共
交
通

公
共
交
通

戦
略

戦
略

意
識
啓
発

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

見
直
し

公
共
交
通
利
用

継
続
実
施
の
た
め

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
検
討

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

転
換

交
通
結
節
点
へ
の

立
地
誘
導

公
共
施
設
の

郊
外
化
抑
制

沿
道
立
地
を
抑
制

す
る
道
路
構
造

歩
道
・
自
転
車

道
・
バ
ス
専
用

レ
ー
ン
整
備

公
共
交
通
不
便

地
域
解
消

既
存
公
共
交
通

見
直
し

自
動
車

利
用
抑
制

公
共
交
通

利
用
促
進

交
通

公
共
交
通
イ
ン
フ
ラ

提
供

自
動
車
利
便
性

抑
制

合
意

形
成

自
動
車

利
用
抑
制

地
方
都
市
に
お
け
る

地
方
都
市
に
お
け
る

E
S

T
E

S
T 社

会
構
築
へ

社
会
構
築
へ

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
例
）

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
例
）

06
/0

3/
17

名
古
屋
大
学
環
境
学
研
究
科

加
藤
博
和

6

日
本
の
交
通
シ
ス
テ
ム
が

日
本
の
交
通
シ
ス
テ
ム
が

「
周
回
遅
れ
」
か
ら
戻
る
た
め
に

「
周
回
遅
れ
」
か
ら
戻
る
た
め
に

現
状
は

現
状
は

”” T
hi

nk
Th

in
k

S
ec

tio
na

lly
S

ec
tio

na
lly

, A
ct

 
, A

ct
 S

ec
tio

na
lly

S
ec

tio
na

lly
””

•
Th

in
k 

G
lo

ba
lly

へ
：
長
期
的
・
大
局
的
ビ
ジ
ョ
ン

–
本
気
で
交
通
を
変
え
る
た
め
に
は

20
50

年
を
見
な
い
と
ダ
メ

•
A

ct
 L

oc
al

ly
へ
：
「
適
材
適
所
」
と
「
一
所
懸
命
」

–
「
現
場
」
が
動
き
出
す
た
め
に
必
要
な

3つ
の

戦
略

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

••
ビ
ジ
ョ
ン
に
合

い
地

域
に
合

っ
た

ビ
ジ
ョ
ン
に
合

い
地

域
に
合

っ
た
「
魅

力
的

な
代

替
案

」
「
魅

力
的

な
代

替
案

」
の
提
案

の
提
案

••
そ
れ

を
実

現
可

能
と
す
る

そ
れ

を
実

現
可

能
と
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

」
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

」
（
資
金
循
環
）

（
資
金
循
環
）

••
そ
こ
に
こ
ぎ
つ
け
、
地

に
つ
い
た
取

組
を
持

続
さ
せ

る
そ
こ
に
こ
ぎ
つ
け
、
地

に
つ
い
た
取

組
を
持

続
さ
せ

る
「
運

動
論

」
「
運

動
論

」

→
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
発
現
を
「
偶
然
」
で
な
く
「
必
然
」
と
す
る
た
め
に
こ
そ

E
S

Tの
取
り
組
み
は
あ
る

・
・
・
自
治
体
の
自
覚
・
実
行
と
国
の
サ
ポ
ー
ト

・
・
・
目
標
達
成
に
向
か
っ
た
連
携
と
協
働
：
B

ac
kc

as
tin

g

188



20
06

.3
.1

7

189



190




